
発　行　所
大阪府立泉尾高等学校
同窓会

〒551-0031
大阪市大正区泉尾3-18-3
［事務局］
　ＴＥＬ  06-6553-7434
　ＦＡＸ  06-6553-7405
［Eメール］
  ｈａｋｕｒｙｏ＠ｈｅｒａ．ｅｏｎｅｔ．ｎｅ．ｊｐ
［ホームページアドレス］
  http://hakuryou.net/
［事務局開局日］
土曜日　 11時～４時

白　稜　会

＊受　付　 11時30分～（受付は４階です）　　
＊総　会　 12時00分～12時20分（４階 ヴィアーレホール）
＊懇親会　 12時30分～15時00分（４階 ヴィアーレホール）
＊会　費　 7,000円。受付で納入願います（69～72期２千円）。

「高校」　２期 70周年　７期 65周年  12期 60周年　17期 55周年  
        22期 50周年　27期 45周年　32期 40周年　37期 35周年
        42期 30周年　47期 25周年　52期 20周年　57期 15周年
        62期 10周年　67期  5周年
《お願い》 出席通知後の取り消しは、必ず前日迄にご連絡下さい。
　　　　　当日欠席の場合は、会費をご負担頂きます。
　▽総会開催日（10月11日）直前の、10月９日（金）～10日（土）の
　　午前11時～午後４時まで、事務局を開いています。
　　電話（留守番対応つき）、ＦＡＸ、メールでご連絡下さい。
　　　　電　 話：06-6553-7434　ＦＡＸ：06-6553-7405
　　　　Ｅメール：hakuryo@hera.eonet.ne.jp

大阪府立泉尾高等学校　白稜会
2020年度総会のお知らせ

　

平
素
は
白
稜
会
運
営
に
当
た
り
、
ご

支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

母
校
は
第
七
高
女
、
泉
尾
高
女
・
泉

尾
高
校
を
経
て
、
令
和
三
年
度
に
創
立

百
周
年
を
迎
え
ま
す
。「
年
会
費
」
の

ご
協
力
も
毎
年
減
少
し
、
今
後
の
会
報

の
発
行
も
困
難
な
状
況
の
中
「
母
校
支

援
金
」
の
ご
協
賛
を
お
願
い
致
し
て
お

り
ま
す
が
、
さ
ら
に
、
こ
の
た
び
は
母

校
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

「
母
校
百
周
年
事
業
募
金
」
を
開
始
し

ま
す
。

　

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
白
稜
会
が
一
体
と

な
り
、「
大
正
白
稜
高
校
百
周
年
事
業

実
行
委
員
会
」
を
組
織
し
記
念
事
業
を

　

母
校
は
、
今
年
度
二
月
二
八
日
、
大
阪
府
教
育
庁
教
育
監
向
畦
地
様
、
同
首

席
指
導
主
事
東
様
の
列
席
の
下
、
泉
尾
高
等
学
校
72
期
生
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、

泉
尾
と
し
て
の
最
後
の
卒
業
式
で
し
た
が
、
折
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
の
自
粛
に
伴
い
、
簡
素
に
執
り
行
わ
れ
、
百
十
五
名
の
72
期
生
が
巣
立
ち

ま
し
た
。

　

又
、
引
き
続
い
て
、
泉
尾
高
等
学
校
閉
校
式
が
行
わ
れ
、
学
校
長
式
辞
、
教

育
委
員
会
挨
拶
、
校
旗
引
き
継
ぎ
、
最
後
の
泉
尾
高
校
校
歌
斉
唱
で
閉
式
と
な
り
、

九
十
九
年
の
歴
史
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

今
後
は
大
正
白
稜
高
等
学
校
に
、
そ
の
歴
史
と
伝
統
が
継
承
さ
れ
る
上
か
ら
、

白
稜
会
は
会
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
頂
き
、
同
窓
会
活
動
を
充
実
し
つ
つ
会

員
相
互
の
親
睦
と
、
母
校
の
飛
躍
発
展
を
積
極
的
に
応
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（１）　　2020年９月１日 第　67　号白　　稜　　会　　報
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今年は10月11日（日）
2020年度 総会

４階 ヴィアーレホール

泉
尾
高
校
最
後
の
72
期
生
　
卒
業
式
挙
行

羽
ば
た
け
　
大
正
白
稜
高
等
学
校 

総
合
学
科

母
校
創
立
百
周
年
に
向
け
募
金
を
お
願
い
致
し
ま
す

実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
大
正
白
稜
高
校
」
が
大
き
く
羽
ば

た
け
ま
す
よ
う
に
、
白
稜
会
は
記
念
事

業
に
お
い
て
、
で
き
る
限
り
の
母
校
へ

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

募
金
金
額
は
一
口
５
千
円
で
す
。

　

原
則
一
口
以
上
と
し
ま
す
が
、
少
額

も
受
け
付
け
ま
す
。
二
口
以
上
ご
寄
付

の
方
に
は「
百
周
年
記
念
誌
」を
差
し
上

げ
ま
す
。
お
振
り
込
み
の
際
は
、「
母
校

百
周
年
募
金
」
の
払
込
用
紙
に
金
額
を

訂
正
し
て
ご
送
金
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

何
卒
会
員
の
皆
様
方
に
ご
協
力
頂
け

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　
　
（
８
面
に
、
募
金
要
項
を
掲
載
）

泉尾高等学校閉校式行われる泉尾高等学校閉校式行われる

ヴィアーレ大阪会場
出席の締め切りは９月30日必着

コロナウイルスの感染拡大状況により、
事前に中止になる場合が有ります。

出席申込の方には、その旨お知らせします。

本町駅 堺筋本町駅



ご
挨
拶

藤
　
原
　
隆
　
志

大
正
白
稜
高
校
第
三
代
校
長

2020年９月１日　　（２）白　　稜　　会　　報第　67　号

　

泉
尾
高
等
学
校
は
一
九
二
一
年
（
大
正
10
年
）、

大
阪
府
立
第
七
高
等
女
学
校
と
し
て
生
ま
れ
、
太
平

洋
戦
争
の
惨
禍
を
潜
り
抜
け
、
戦
後
の
学
制
改
革
に

よ
っ
て
男
女
共
学
の
大
阪
府
立
泉
尾
高
校
と
し
て
出

発
、
さ
ら
に
昭
和
50
年
代
に
は
現
在
の
校
舎
に
改
築
、

今
日
に
至
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
間
に
高
女
・

高
校
の
卒
業
生
は
２
万
６
千
人
を
数
え
、
有
為
な
人

材
を
輩
出
し
、
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
「
人

生
の
深
く
大
き
な
移
ろ
い
が
刻
ま
れ
た
学
び
舎
」
で

あ
り
ま
し
た
。
大
阪
府
教
育
委
員
会
の
再
編
整
備
に

よ
り
泉
尾
高
等
学
校
と
大
正
高
等
学
校
、
両
校
の
統

合
が
決
定
さ
れ
て
早
三
年
、
こ
の
度
、
残
念
な
が
ら

泉
尾
高
校
は
閉
校
の
時
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
が
、
校
地
校
舎
は
現
在
の
ま
ま
、
新
た
に
「
大
正

白
稜
高
等
学
校
」
と
し
て
大
き
く
飛
躍
発
展
を
目
指

し
て
歩
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

白
稜
会
は
大
正
15
年
春
に
白
百
合
会
が
誕
生
し
、

高
等
学
校
１
期
生
の
卒
業
時
に
統
合
同
窓
会
に
な
り
、

そ
の
活
動
は
卒
業
生
の
親
睦
は
も
と
よ
り
、
母
校
の

応
援
活
動
が
継
続
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
「
泉

尾
高
等
学
校
」
を
継
承
し
総
合
学
科
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
「
大
正
白
稜
高
等
学
校
」
の
応
援
に

力
を
注
ぐ
所
存
で
す
。
又
、
同
窓
会
「
大
阪
府
立
泉

尾
高
等
学
校
同
窓
会　

白
稜
会
」
の
名
称
変
更
及
び
、

運
営
に
つ
き
ま
し
て
も
皆
様
方
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
成
り
ま
し
た
が
、
閉
校
実
行
委
員
会
の
皆

様
に
写
真
集
発
行
の
ご
尽
力
に
対
し
お
礼
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸

を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

白
稜
会
員
の
皆
様
、
平
素
は
白
稜

会
運
営
の
上
に
多
大
な
ご
協
力
を
頂

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
こ
の
度
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
に

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
と
共
に
、

罹
患
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。　

今
年
、
二
月
二

八
日
、
泉
尾
高
校
最
終
学
年
の
72
期

生
の
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
、
115
名
が

卒
業
致
し
ま
し
た
。

　

卒
業
式
後
、
引
き
続
き
泉
尾
高
等

学
校
の
閉
校
式
が
行
わ
れ
校
旗
引
き

継
ぎ
に
続
き
最
後
の
校
歌
斉
唱
を
以

　

白
稜
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り

本
校
の
教
育
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
年
４
月
１
日
に
着
任
い
た
し
ま

し
た 

藤
原 

隆
志 

で
ご
ざ
い
ま
す
。

泉
尾
高
校
、
大
正
高
校
の
２
校
を
引

継
ぎ
、
新
た
に
総
合
学
科
の
学
校
と

し
て
開
校
し
た
大
正
白
稜
高
校
の
校

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
て
、
大
変
な

重
責
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
３
月
か
ら

臨
時
休
業
と
な
り
、
学
校
生
活
の
ス

タ
ー
ト
が
遅
れ
ま
し
た
が
、
よ
う
や

く
６
月
15
日
か
ら
学
校
が
再
開
し
ま

し
た
。
新
し
い
生
活
様
式
が
始
ま
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
学
校

に
お
い
て
も
新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
の

対
応
と
な
り
ま
し
た
。「
三
密
を
避

母
校
百
周
年
に
向
け
て

辻
　
井
　
　
勝

白
稜
会 

会
長

（
高
校
17
期
）

閉
校
の
ご
挨
拶 

白
稜
会
会
長 

辻
井　

勝

け
る
」「
毎
朝
の
検
温
」「
マ
ス
ク
の

着
用
」「
手
洗
い
・
う
が
い
の
促
進
」

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」

な
ど
、
毎
日
、
生
徒
が
安
全
で
安
心

し
て
登
校
で
き
る
よ
う
、
教
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
、
取
り
組
ん
で
い
る

現
状
で
す
。
４
月
に
で
き
な
か
っ
た

入
学
式
に
つ
い
て
は
、
式
を
少
し
簡

素
化
し
、
６
月
15
日
の
学
校
が
再
開

し
た
そ
の
日
に
挙
行
す
る
こ
と
が
で

き
、
本
校
の
生
徒
に
育
む
こ
と
を
め

ざ
す
、
４
つ
の
白
稜
シ
ッ
プ
、「
考

え
抜
く
力
」「
協
働
、
チ
ー
ム
で
働

く
力
」「
踏
み
出
す
力
」「
創
造
す
る

力
」
を
新
入
生
で
あ
る
第
３
期
生
160

名
に
伝
え
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
大

正
白
稜
高
校
と
し
て
３
学
年
が
揃
う

完
成
年
度
で
も
あ
り
ま
す
。〝
チ
ー

ム
大
正
白
稜
〞
と
し
て
臨
ん
で
い
き

ま
す
。

　

昨
年
、
地
元
の
大
正
区
と
地
域
連

携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
地
域
と
協

力
し
、
地
域
を
活
性
化
し
、
地
域
に

根
差
し
た
学
校
と
し
て
、
社
会
に
役

立
つ
人
材
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

教
職
員
一
同
、
力
を
合
わ
せ
、
全

力
で
大
正
白
稜
高
校
の
生
徒
た
ち
に
、

指
導
・
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
白
稜
会
の
皆
様
に
は
、
引
き

続
き
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
２
月
28
日
に
泉
尾
高
校

第
72
期
生
の
卒
業
式
、
引
き
続
き
、

泉
尾
高
校
の
閉
校
式
が
盛
大
に
行
わ

れ
、
伝
統
あ
る
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま

し
た
が
、
泉
尾
高
等
女
学
校
か
ら
継

承
さ
れ
た
泉
尾
高
校
は
、
来
年
、
創

立
百
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
大
正
白
稜
高
校
は
、
そ
の
輝
か

し
い
伝
統
を
引
継
ぎ
、
さ
ら
な
る
発

展
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

白
稜
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、

会
員
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
し
、
着
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

て
閉
式
と
な
り
、
99
年
の
名
称
の
歴

史
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
、
母
校
は
大
阪
府
立
第

七
高
女
、
泉
尾
高
女
、
泉
尾
高
校
を

経
て
の
大
正
白
稜
高
校
で
百
周
年
を

迎
え
ま
す
。

　

白
稜
会
は
、
母
校
サ
ポ
ー
ト
に
向

け
「
母
校
支
援
金
」
を
継
続
し
て
い

ま
す
が
、
来
た
る
百
周
年
に
向
け
て

そ
の
躍
進
を
願
う
上
か
ら
、
新
た
に

今
年
度
か
ら
「
母
校
創
立
百
周
年
募

金
」
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
方
と
共
に
大
き
な
喜
び
を
迎

え
、
私
た
ち
の
歴
史
が
脈
々
と
引
き

継
が
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
何
卒
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

尚
、
来
年
度
５
月
以
降
か
ら
適
用

予
定
の
、
国
税
局
の
減
免
措
置
、
寄

付
金
控
除
制
度
を
申
請
致
し
ま
す
。

　

白
稜
会
は
、
会
報
の
発
行
を
は
じ

め
、
同
期
会
の
助
成
や
同
窓
生
の
親

睦
に
活
動
の
重
き
を
置
い
て
活
動
し

て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
、
財
政

的
に
は
枯
渇
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
過
去
十
年
以
上
に
わ
た

る
新
入
会
員
の
減
少
、
高
齢
化
に
よ

る
既
存
会
員
の
減
少
、
転
居
先
不
明

等
、
入
会
金
、
年
会
費
収
入
の
減
少

が
大
き
な
要
因
で
す
。

　

白
稜
会
運
営
の
為
に
「
年
会
費
」

「
母
校
支
援
金
」「
母
校
創
立
百
周
年

募
金
」
の
納
入
に
ご
協
力
頂
け
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

又
、
本
年
度
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
の
自
粛
に
依
り
十
月

十
一
日
（
日
）
に
順
延
い
た
し
ま
し

た
。
現
時
点
で
は
開
催
が
出
来
る
判

断
で
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
多
く
の

皆
様
の
ご
出
席
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

母
校
百
周
年
を
は
じ
め
、
こ
の
機

会
に
今
後
の
白
稜
会
の
歩
み
に
つ
い

て
ご
意
見
を
頂
き
、
親
睦
を
深
め
て

頂
け
ま
す
よ
う
に
、
懇
談
の
時
間
を

長
く
設
け
て
い
ま
す
。

　

又
、
白
稜
会
、
母
校
に
関
す
る
ご

意
見
ご
希
望
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

会
報
に
同
封
の
通
信
葉
書
、
ま
た
は

メ
ー
ル
で
事
務
局
迄
お
知
ら
せ
下
さ

い
。

　

今
後
も
同
窓
会
活
動
は
力
の
限
り

活
動
致
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

泉尾高等学校閉校写真集



（３）　　2020年９月１日 白　　稜　　会　　報 第　67　号

その他    
・事務局は、毎土曜日（年末年始、休日、祭日を除く）午前11時～午後4時まで開局。

【2019年度 白稜会 事業報告】

1

2

４

5

6

7
8
9
10
11

12

12
2
14
16
26
27
9
27
初旬
15
18
9
13
22
30
31
21
26
25
10
14
21

事務局仕事始め
役員会
学校協議会
常任委員会
71期生同窓会入会式
71期生卒業式
２期生入学式
役員会
会報発行・名簿発行
学校打ち合わせ
常任委員会
白稜会総会
学校協議会
臨時役員会
学校打ち合わせ
役員会
常任委員会
学校説明会
学校協議会
創立100周年会議
役員会
事務局仕事納め

事務局
事務局
泉尾・大正白稜高校
セミナーハウス
泉尾高校
泉尾高校
大正白稜高校
セミナーハウス
事務局
大正白稜高校
セミナーハウス
ヴィアーレ大阪
泉尾・大正白稜高校
事務局
大正白稜高校
事務局
セミナーハウス
大正白稜高校
泉尾・大正白稜高校
泉尾・大正白稜高校
事務局
事務局

30年度事業報告､決算､監査報告･役員人事･元年度事業計画､予算案作成･他
辻井会長
30年度事業報告､決算､監査報告･役員人事･元年度事業計画､予算案作成･他
94名入会　辻井会長
辻井会長
207名入学　辻井会長
総会準備状況、会報発行状況など
会報印刷　14200部、名簿2019年度版
辻井会長、児島財務　記念誌作成について
総会案内、会報発行状況、母校説明など
白稜会総会・懇親会
辻井会長
総会の反省会等
辻井会長、児島財務　記念誌作成について
中間決算、総会報告、他
中間決算、総会決算、母校ついて他
辻井会長
辻井会長
辻井会長、児島財務
1年間の総括、次年度に向けて

2019年１.１～12.31 2020年１.１～12.31
行　　事日月 場　　所 内　　容　　等

【2020年度 白稜会 事業計画】

 373 
365 
364 
354 
356 
350 
348 
343 
336 
342 
344 
437 
440 
413 
441 
449 
498 
509 
456 
509 
497 
393 
388 
336 
351 
327 
288 
264 
214 
241 
224 
229 
177 
214 
170 
155 
154 
116 
110 
118 
169 
157 
110 
105 
117 
139 
138 
94 
115 
21,259

220 
253 
144 
185 
167 
210 
209 
165 
149 
197 
186 
216 
233 
212 
209 
216 
259 
270 
227 
274 
257 
200 
201 
159 
179 
162 
161 
131 
106 
123 
117 
119 
98 
115 
103 
93 
93 
63 
73 
81 
120 
119 
77 
79 
100 
131 
135 
93 
115 
11,899

139 
105 
215 
164 
182 
136 
128 
175 
182 
141 
156 
218 
203 
196 
228 
231 
233 
233 
227 
234 
238 
191 
186 
176 
169 
164 
127 
133 
107 
117 
107 
110 
79 
99 
67 
62 
61 
53 
37 
37 
49 
38 
33 
26 
17 
8 
3 
1 
0 

8,338 

14 
7 
5 
5 
7 
4 
11 
3 
5 
4 
2 
3 
4 
5 
4 
2 
6 
6 
2 
1 
2 
2 
1 
1 
3 
1 
0 
0 
1 
1 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

1,022 

高校２４期
高校２５期
高校２６期
高校２７期
高校２８期
高校２９期
高校３０期
高校３１期
高校３２期
高校３３期
高校３４期
高校３５期
高校３６期
高校３７期
高校３８期
高校３９期
高校４０期
高校４１期
高校４２期
高校４３期
高校４４期
高校４５期
高校４６期
高校４７期
高校４８期
高校４９期
高校５０期
高校５１期
高校５２期
高校５３期
高校５４期
高校５５期
高校５６期
高校５７期
高校５８期
高校５９期
高校６０期
高校６１期
高校６２期
高校６３期
高校６４期
高校６５期
高校６６期
高校６７期
高校６８期
高校６９期
高校７０期
高校７１期
高校７２期
計

会員数期 住所判明者 住所不明者 物故者

1,065 
4,558 
21,259 
26,882 

389 
758 

11,899 
13,046 

438 
1,714 
8,338 
10,490 

238 
2,086 
1,022 
3,346 

教職員
高女、併設
高　校
合　計

会員数期 住所判明者 住所不明者 物故者

1,065 389 438 238 教職員
会員数 住所判明者 住所不明者 物故者

154 
152 
159 
158 
150 
158 
172 
153 
159 
174 
184 
178 
181 
191 
204 
197 
204 
202 
211 
248 
239 
178 
142 
142 
139 
69 
60 

4,558 

0 
1 
5 
2 
2 
2 
4 
4 
7 
12 
13 
12 
22 
34 
24 
47 
39 
51 
59 
78 
63 
65 
68 
72 
41 
8 
23 
758 

64 
78 
65 
73 
63 
65 
75 
73 
53 
66 
54 
55 
63 
45 
71 
59 
71 
70 
79 
74 
103 
57 
37 
35 
83 
49 
34 

1,714 

90 
73 
89 
83 
85 
91 
93 
76 
99 
96 
117 
111 
96 
112 
109 
91 
94 
81 
73 
96 
73 
56 
37 
35 
15 
12 
3 

2,086 

高女　１期
高女　２期
高女　３期
高女　４期
高女　５期
高女　６期
高女　７期
高女　８期
高女　９期
高女１０期
高女１１期
高女１２期
高女１３期
高女１４期
高女１５期
高女１６期
高女１７期
高女１８期
高女１９期
高女２０期
高女２１期
高女２２期
高女２３期
高女２４期
併設２３期
併設２４期
併交２３期
計

会員数期 住所判明者 住所不明者 物故者

10 
39 
239 
301 
280 
294 
289 
292 
286 
299 
292 
344 
329 
351 
337 
337 
327 
446 
423 
445 
398 
399 
365 

2 
16 
94 
152 
131 
132 
161 
158 
176 
176 
163 
175 
202 
220 
225 
186 
190 
243 
189 
241 
210 
261 
231 

6 
13 
53 
36 
89 
98 
60 
87 
70 
94 
84 
132 
97 
86 
74 
112 
100 
178 
218 
179 
177 
120 
102 

 2 
10 
92 
113 
60 
64 
68 
47 
40 
29 
45 
37 
30 
45 
38 
39 
37 
25 
16 
25 
11 
18 
32 

高校　１期
高校　２期
高校　３期
高校　４期
高校　５期
高校　６期
高校　７期
高校　８期
高校　９期
高校１０期
高校１１期
高校１２期
高校１３期
高校１４期
高校１５期
高校１６期
高校１７期
高校１８期
高校１９期
高校２０期
高校２１期
高校２２期
高校２３期

会員数期 住所判明者 住所不明者 物故者

「
教
職
員
」「
高
女
」「
高
校
」　
各
期
別
会
員
数
・
並
び
に
現
況

1

2

4

5

6

9

11
12

11
1
15
17
27
28
28

初旬

14

26

事務局仕事始め
役員会
常任委員会
学校協議会
72期生同窓会入会式
72期生卒業式
泉尾高校　閉校式
３期生入学式
会報発行
役員会
常任委員会
白稜会総会・名簿発行
臨時役員会
学校協議会
役員会
常任委員会
学校協議会
役員会/事務局仕事納め

事務局
事務局
セミナーハウス
大正白稜高校
泉尾高校
泉尾高校
泉尾高校
大正白稜高校
事務局
事務局
セミナーハウス
ヴィアーレ大阪
事務局
大正白稜高校
事務局
セミナーハウス
大正白稜高校
事務局

2019年度事業報告､決算､監査報告､役員人事､2020年度事業計画､予算案作成･他
2019年度事業報告､決算､監査報告､役員人事､2020年度事業計画､予算案作成･他

115名入会
115名卒業

160名入学
会報印刷　14000部
総会案内、会報発行状況など
総会案内、会報発行状況など
白稜会総会（10/11に延期）・懇親会 名簿2020年度版発行
総会反省会

中間決算、総会報告、他
中間決算、総会報告、他

１年間の総括、次年度人事

行　　事日月 場　　所 内　　容　　等

（2020.7.31 現在）

その他
・創立100周年（2021年）実行委員会　会議



教職員
１ 期
２ 期
３ 期
４ 期
５ 期
６ 期
７ 期
８ 期
９ 期
10 期
11 期
12 期
13 期
14 期
15 期
16 期
17 期

１ 期
２ 期
３ 期
４ 期
５ 期
６ 期
７ 期
８ 期
９ 期
10 期
11 期
12 期
13 期
14 期
15 期
16 期
17 期
18 期

7
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
1
0
0
2
1
0

5
1
8
6
3
4
3
4
1
0

18 期
19 期
20 期
21 期
22 期
23 期
24 期
併合23
併合24
併合25

14
21
40
15
19
9
8
6
16
13
8
10
5
6
2
0
3
0

19 期
20 期
21 期
22 期
23 期
24 期
25 期
26 期
27 期
28 期
29 期
30 期
31 期
32 期
33 期
34 期
35 期
36 期

4
2
2
0
0
3
1
0
0
2
1
0
0
0
0
0
0
0

37 期
38 期
39 期
40 期
41 期
42 期
43 期
44 期
45 期
46 期
47 期
48 期
49 期
50 期
51 期
52 期
53 期
54 期

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
1
1

55 期
56 期
57 期
58 期
59 期
60 期
61 期
62 期
63 期
64 期
65 期
66 期
67 期
68 期
69 期
70期
71期

0
2
7
14
11
21
18
23
27
24
12
18
26
19
19
26
20
20

2019年　年会費　期別納入者数
教職員　女学校 高　等　学　校

小　計　47名
合　　　　計

小　計　520名
５６７件　/ １，２６０，０００円

2020年９月１日　　（４）白　　稜　　会　　報第　67　号

2,346,239

600,000
1,600 ,000

0
300,000
100,000
30,000
30,000
20,000
500,000
3,180 ,000
5,526 ,239

2,346 ,239
3,000 ,000
570,000
1,260 ,000
17,715
376,000
100,000
100,200
30,000
10,513
92,534

5,556 ,962
7,903 ,201

4,134 ,773
0

600,000
1,300 ,000

0
300,000
100,000
50,000
30,000
5,227

0
6,520 ,000
6,520 ,000

2020年度予算額2019年度決算額2019年度予算額

合　　　　計

前期繰越金
銀　行　利　息

収　入

収　支
収　入

支　出

詳　細 収　入 支　出 決算額

残　高
6,567,637

50
6,567,687

支　出
3,567,637

50
3,567,687

3,000,000
0

3,000,000

505,000

505,000 －92,534

一般会計 2019年度決算額　2020年度予算額2019度　白百合基金　決算報告書
一般会計　（収支明細表）　　　　　　　　（自2019年1月1日　至2019年12月31日）

三井住友銀行（普通預金）　白百合基金口座に管理

　（自2019年1月1日　至2019年12月31日）

2019年度　白稜会　母校支援金　決算報告書
　（自2019年1月1日　至2019年12月31日）

2018年度　白稜会　母校支援金　決算報告書
　（自2018年1月1日　至2018年12月31日）

2019年　寄金を戴いた方

誠に有り難うございました。厚く御礼申し上げます。

小畑　和人
辻本　雅彦
澤田　清子
米島　笑子
堀谷　武子
永田　瓔子
檜垣　妙子
本城　栄代
松本　章子
宮崎　元子
横井 みち子
東野　照子
舞田　富子
小谷　敏子
村上　敬子
田中　良子
靏　　道子
飯田　ヒデ
飯田　昭

教職員
教職員
高女
高女
高女
高女
高女
高女
高女
高女
高女
高女
併設
高校
高校
高校
高校
高校
高校

丸川　美郎
福井　武雄
村上　和子
西村　良一
奈宮　　満
加島　麗子
金沢　健三
兼盛　玲二
中　　忠夫
松永　行雄
山本　泰夫
目良　賢三
野口　琴江
河野　正昭
村上　公彦
小野　　勝
和田　征子
鍛治　祥皓
酒井　　豊

高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校

鎌田　昭美
平田　容郷
田中　信次
勝藤　廸子
石井　良雄
辻井　　勝
床次　一夫
余野木麗子
和田　光平
谷　　建二
岡田　里美
徳井　秀子
片岡　滋康
木下　宗員
阿部　正行
楚坂　正則
千田　雅代
蓮池　清志
綾野　光恵

高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校

金城　明幸
宇野　隆雄
瓢野晴比古
平井　治徳
吉田　紀子
有田　隆行
山添　育三
田尾　安志
増田　安利
森野　敬一
白石 喜久江
山本　純嗣
森本　宏子
匿名
岡本　好司
清水　徳二
桧垣　憲光
尾方　春生
福村　悦菜

高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校

15
16
19
20
20
21
21
21
23
24
24
３
４
４
４
５
５

５
６
６
６
７
７
８
８
８
８
８
10
11
11
11
12
13
14
14

14
14
15
16
16
17
17
17
18
18
18
19
20
20
20
21
21
21
21

21
21
22
23
23
23
23
24
25
27
28
28
28
30
32
37
43
47
70

（収入の部）
前期繰越金
白百合基金より 
入会金 
年会費 
総会費
寄付金 
会報広告料 
名簿 
地代 
雑収入 
新校支援金（前年度戻り）
本年度期間収入 
　　合　　　　計　

詳　細　

　　

泉嶺会　

次期繰越金
  696,831
1,763 ,969
1,646 ,230
16,326

0
0

11,417
4,134 ,773

3,768 ,428 4,134 ,7732,346 ,239 5,556 ,962
計　　

  696,831
1,763 ,969
1,646 ,230
16,326

0
0

11,417
4,134 ,773

一般会計
三井住友銀行
ゆうちょ銀行
事務センター
手許現金（事務局）
現金年会費
母校支援金口座
その他現金
　　合　　　計　

前期繰越金 期間　収入 期間　支出 計

2019年当初繰越金
53,744
197,562
1,352 ,490
36,345
84,000
535,331
86,767

2,346 ,239

100,000
1,400 ,000
1,350 ,000
70,000
50,000
90,000
90,000
450,000
20,000

3,620 ,000
100,000
150,000

350,000
200,000
150,000
35,000
80,000
5,000
2,000
50,000
10,000

1,132 ,000
50,000
724,239
5,526 ,239

100,000
1,371 ,168
1,340 ,697
40,000
120,117
81,332
77,072

7,058
3,137 ,444

0
25,260

325,950
158,500
55,317
1,505
55,643
1,093
216

7,500
630,984

0
4,134 ,773
7,903 ,201

100,000
1,400 ,000
1,350 ,000
70,000
80,000
90,000
90,000

20,000
3,200 ,000

0
30,000

350,000
170,000
70,000
30,000
80,000
8,000
2,000

0
10,000
750,000
50,000

3,270 ,000
6,520 ,000

2020年度予算額2019年度決算額2019年度予算額（支出の部）
総会費
会報作成費
会報発送費
同期会補助・協力金
情報管理

年会費再請求費
新校支援費
会合費
　　小　　計
渉外費
収支管理費

事務局員費
交通費
通信費
事務用品費
光熱費
福利厚生費
銀行手数料
設備・機材費
公租公課
　　小　　計
予備費（雑費）
次期繰越金
　合　　　計

詳　細

名簿管理
ホームページ

常任委員会

年会費振込料
支援金振込料

事務局

小谷村土地

事
　
　
業
　
　
費

経
　
　
　
費

現
金
資
産

　同窓会名簿 2020年度版はＣＤ２枚組で、①教職員名簿、
高女、新制中学名簿、今宮中への交流生名簿、高校名簿、
学校沿革、会長、校長挨拶など。②高女校歌（ピアノ演奏、
歌入り２曲）と高校校歌（ピアノ演奏のみ、歌入り２曲）
の計４曲入りです。
価格は2,000円＋送料300円で合計2,300円です。
　今から申し込みをされる方には、新入会員（72期生）を
加え、今年の８月１日現在の会員データ最新改訂版を、発
送いたします。
　申込方法は、｢年会費払込取り扱い票｣の通信欄に名簿希
望を明記して、年会費と名簿代金の合計金額（4,300円）
を送金してください。白稜会事務局に連絡いただいても結
構です。同期会開催等に是非ご利用下さい。多くの皆様の
ご購入をお待ちいたしております。
　なお、旧バージョン名簿ＣＤをお持ちの方は改訂版を送
料込みで1,300円（校歌ＣＤ無し）にて販売いたします。
　又、名簿にメールアドレス表示を希望されます方は、事
務局まで連絡をお願い致します。
事務局　Eメール：hakuryo@hera.eonet.ne.jp

白稜会 会員名簿 2020年度版　発刊
＜購入希望の方はお申し込みください＞名簿委員会

振込手数料
校歌製作費
パンフ、Web Site
振込手数料

合　計

56,670 
324,000 
216,000 
864 

597,534 

収　支

収　入

支　出

詳　細 収　入 支　出 決算額
410,000 
5,450 
5,000 
20,000 

 
440,450 56,733

郵貯センター
ゆうちょ銀行
寄付金
現金
振込手数料
借入金返済
案内DVD制作費
送金料

合　計

76,463 
92,534 
214,500 
220 

383,717 

一般会計より借入金 92,534
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会　　　長
副　会　長
副　会　長
財　　　務
総　　　務
総　　　務
総　　　務
会 計 監 査
会 計 監 査
相　談　役
相　談　役
相　談　役
相　談　役
名 誉 会 長
名誉副会長
名誉副会長
校 内 委 員
顧　　　問
顧　　　問
顧　　　問

高校　17期
高校　８期
高校　23期
高校　17期
高女　21期
高校　21期
高校　33期
高校　12期
高校　15期
高校　６期
高校　７期
高校　８期
高校　11期
校　　　長
教　　　頭
教　　　頭
教　　　諭
高校　７期
元　校　長
学校事務長

留　　　　任
留任（東京支部長）
留　　　　任
留　　　　任
留　　　　任
留　　　　任
留　　　　任
留　　　　任
新　　　　任
留　　　　任
留　　　　任
留　　　　任
留　　　　任
新　　　　任
留　　　　任
新　　　　任
新　　　　任
留　　　　任
留　　　　任
留　　　　任

辻　井　　　勝
井　上　雄　視
山　添　育　三
児　島　康　孝
松　本　章　子
俣　野　恒　雄
和　田　利　章
中　辻　　　隆
谷　口　靖　弘
福　井　武　雄
榧　野　敏　男
松　永　行　雄
山　岡　節　次
藤　原　隆　志
山　本　益　久
中　村　壽　男
選　任　中
今　井　伍　一
武　田　一　仁
法　橋　秀　晃

氏　名

田中　ヨシ
岡田　栄子

氏　名
吉田　延子
小川ます子

期
14
17

氏　名
楠本　方子

内田伊津子

期
20
22

氏　名
森田　隆子
阿倉　梅子

期
23
24

氏　名
前田　笑子

勝部八重子

期
24
25

期
11
14

期
2
2
3
4
5
5
6
8
9
9
9
10
10
10
10
10
10
11
12
13
13
14
16
16
16

氏　名
横山かよ子
佐藤　恵子
本間　琢也
吉村　登行
木田　保子
北村　　明
新屋　久子
谷　　正子
上田三代子
翁長　良子
竹内佳也子
稲田　悦男
高橋　寿夫
中務　芳郎
藤井　功生
森本　泰次
長谷川順子
河野　正昭
小池　庸介
上山　陞一
和田　征子
杉田みよ子
内田　勝三
大江えみ子
中西　晴子

期
17
17
17
18
18
18
18
18
18
19
20
20
20
20
21
22
22
23
24
24
25
26
27
28
29

氏　名
市山　二郎
杉本　茂明
降旗　敏子
井上　俊一
金田　建男
寺田　隆彦
中嶋　俊夫
中谷　　彰
金田　順子
湯原　政喜
伊藤　公人
佐古　富雄
安井　健次
金沢　恵美
桑垣久美子

繁　　隆喜
田中　健治
平野　鈴代
田中　律子
八木龍一郎
鶴田　信彦
長江　章司
鈴木　一也
木村　誠一

紙谷　　実

期
29
30
30
30
31
31
32
33
34
34
35
36
36
37
38
39
39
39
40
40
41
42
44
44
45

氏　名
橋本久仁彦
谷口　尚弘
加島　典明
岡　　京子
森重　幸喜
植村　誠治
矮松　厚司

島田　雅司
上原　　茂
重山　秀幸
城山　謙一
川嶋　正之
杉島　尊春
柿木　秀之
中満　政伯
橘　　直美
入江　優子

徳島　　篤
板倉　幹朗
山崎　征樹
堺　　清之
野村　定徳

是澤　理恵
坂東　祐次

杉澤　雅敏

期
46
46
47
47
49
49
50
50
51
51
52
52
53
53
54
55
55
56
56
57
57
58
58
59
60

氏　名
中犀　光啓
藤木　健二
水上　由紀
久保村　崇
福井　慎一
阿波屋澄美
秋葉　昭夫

前　　由美
木下　朋樹
春日　美幸
向井　康将
北村　奈美

比嘉　政博
山内　雅子
樋口　和彦
油谷　享志
今垣内美帆

仲　　貴文
前田　夢未

武田　勇太
伊勢　　陽
中江　良典
松山早弥香
松村　龍太
井手上勇治

期
60
61
61
62
62
63
64
64
65
65
67
67
68
68
69
69
70
70
71
71
72
72

氏　名

田中由以子
牧野　勝気
金山　小雪

新垣　健太
橋本　恵介
亀井　大幹
津賀　　涼
尾田綺愛羅

宮原　博晃
伊藤　大騎
茶圓　　遥
平野　維貴
中井　智弥
堀川　虹晴
冨山　紗矢
山本　翔太
大石根勝士
亀井　理那
諏訪　弘誠
田邉陽南子
入江　泰斗
樋口　愛理

高　女（10人）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2020年３月

高　校（122人）　　　　　　　＊マークの方の、転居先お知らせください。

役　　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2020年１月

事　務　局
局 長 代 理
事 務 局 員
事 務 局 員

平　野　鈴　代
内　野　周　子
松　田　久　子

高校　23期
高校　37期
高校　38期

留　　　　任
留　　　　任
留　　　　任

偲び草
ご冥福をお祈り申し上げます。

　　　　　　　　　（敬称略）

2020年度　常任委員2020年度　白稜会役員　事務局員

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊ ＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

2019年4月1日～2020年7月31日
上記期間内、届出分

教職員　藤井　健次郎
教職員　北口　三昭

女01　山田　貞子（赤尾）
女05　村井　市子（仲）
女07　岩瀬フサ江（惣水）
女09　上井千代子（中野）
女12　島　チヱ子（安達）
女12　和泉　和子（石村）
女12　根津　朝子（上出）
女12　渋谷　愛子（山崎）
女13　伊藤千代子（原田）
女14　小林　豊子（稲葉） 
女14　近藤千代子（岡本）
女14　大橋　静枝（佐渡）
女14　田谷　登喜子
女14　岡田　栄子（野口） 
女15　水津　君子（中村）

女15　今井百合子（西岡）
女16　亀岡　道子（北村）
女17　富田三千子（宮地）
女18　柴田　裕子（落合）
女18　和田　貞子（田辺）
女18　丹羽　君子（中納）
女19　中野ふさ子（岡田） 
女19　狭間富優子（西野）
女19　小島　八重（本田） 
女19　安田　芳子（元永）
女20　浅井　初子
女20　杉谷　喜代（大西）
女20　船岡美代子（栗田） 
女20　尾崎　博子（志和）
女20　斉藤悠紀子（外山）
女20　河辺由紀恵（中尾） 
女20　阿部　和子（古江）
女20　井岡　和子（吉田）
女21　植苗　恭子
女21　長谷登美子（河合）
女21　本城　栄代（寺家） 
女21　西沢　幸子（西田） 

女21　広瀬　照子（山脇）
女21　徳久　正子（渡辺）
女22　田口　悦子
女22　西尾　清子（服部）
女22　松川貴美子（堀口）
女23　村上　和子（石井） 
女23　桜井　澄子（北浦）
女23　真柄　和子（南）
女24　浅井　孝子
女24　関口　礼子（森友）
女24　三好みち代（森脇）
高02　三野　容子（田古）
高03　大森　敏治
高03　粕谷富美子（山口）
高03　金川　朝子（山田） 
高03　横田　順子（米倉）
高04　近藤　邦文
高04　岡本　春子
高04　町田　繁子（横山）
高05　白川　晃
高05　飯田　ヒデ（今村）
高06　若月　源二郎

高06　大西　良枝（大八木）
高06　荒川　通子（坂口）
高07　幸田　寛
高07　中野　義弘
高07　成山　　晟
高07　天野　スミ江
高07　中洲　睦代（山内）
高08　伊丹　　正
高08　深谷　　学
高08　松村　勝視
高09　菊地　義則
高09　木村　圭裕
高09　鉢嶺　幸雄
高09　三谷　克己
高09　山下　常雄
高09　加藤　茂子（青木） 
高09　西野　多恵子
高10　栗田　宗彦
高10　池本　菊江（加島）
高11　日下　隆一
高11　徳久　英雄
高12　岡本　修一

高12　杉本　進
高12　平沢　晴郎
高12　田村　幸子（奥田）
高13　橋本　興治
高14　中村　吉伸
高14　平見　辰郎
高14　長見　洋子（林) 
高17　片野　勝
高19　香川　雅行
高20　浅井　照代（杉本） 
高21　高崎まきえ（仙波） 
高23　菊沢千枝子（井上）
高25　高　　英沢
高25　福本　雅一
高25　岡田　早苗（尼木）
高25　澤田　照子（桃井）
高27　後藤　真由美
高33　赤松　るみ（上山）
高33　波見　康子
高44　大倉　章良

年
会
費
前
納
制
度
の
ご
案
内

　
前
納
制
度
は
、
基
本
的
に
五
年
ま
た

は
十
年
間
の
前
払
い
で
す
。

　
十
年
の
前
払
い
を
い
た
だ
い
た
方
に

は
十
一
年
分
の
前
払
い
と
し
て
扱
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
利
用
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、
前

納
期
間
内
に
年
会
費
に
変
更
（
値
上
げ
）

が
あ
っ
て
も
前
納
期
間
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。
又
、
納
入
さ
れ
た
年
会
費

の
返
金
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
前
納
希
望
の
方
は
必
ず
「
年
会
費
払

込
取
り
扱
い
票
」
内
の
年
会
費
前
納
欄

に　
頂
き
、
前
納
金
額
を
明
示
し
て
く

だ
さ
い
。
記
入
の
な
い
場
合
、
当
年
度

の
年
会
費
、
母
校
支
援
金
を
超
え
る
金

額
は
、
寄
付
金
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　
前
納
い
た
だ
い
た
方
の
年
会
費
払
込

取
り
扱
い
票
に
は
、
前
納
期
間
中
次
年

度
よ
り「
納
入
済
み
」が
印
刷
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
五
年
分
前
納
い
た
だ
く
に
は

当
年
度
の
年
会
費
二
千
円
と
前
納
分
の

一
万
円
の
一
万
二
千
円
が
必
要
で
す
。

同
じ
く
十
年
分
前
納
い
た
だ
く
に
は
二

万
二
千
円
が
必
要
で
す
。
お
間
違
い
の

な
い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
務



第　67　号 2020年９月１日　　（６）白　　稜　　会　　報
　

２
０
１
９
年
10
月
16
日
、
大
阪
難
波
ス

イ
ス
ホ
テ
ル
に
て
9
期
生
「
傘
九
会
」
を

開
催
。

　

前
々
日
の
台
風
災
害
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

各
地
よ
り
28
名
参
集
。

「
生
き
て
る
か
！
」

「
生
き
て
た
の
ね
！
」
と
、
生
死
の
確
認

が
出
会
い
の
挨
拶
。

　

瞬
時
に
時
空
を
超
え
「
あ
の
頃
」
を
共

有
す
る
喜
び
は
、
毎
回
何
物
に
も
勝
る
。

　

酒
宴
は
、
談
笑
を
肴
に
痛
飲
。
近
況
紹

介
で
、
60
数
年
前
の
思
い
を
「
好
き
で
し

た
」
と
の
告
白
に
、
そ
の
勇
気
と
心
の
若

さ
は
、
百
歳
時
代
の
到
来
を
確
信
。

「
来
年
も 

皆
に
会
う
た
め 

生
き
る

ぞ
！
」　

が
、
閉
会
の
挨
拶
と
な
っ
た
。

60
周
年
記
念
同
期
会

高
校
10
期

同
期
会
の
た
よ
り

　

平
成
31
年
3
月
25
日
（
月
）
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪　
「
鶴
寿
の
間
」
に
お

い
て
、
東
は
東
京
、
西
は
広
島
か
ら
総
勢

44
名
の
同
期
生
を
迎
え
て
、
卒
業
60
周
年

記
念
同
窓
会
を
華
々
し
く　

開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

会
は
、幹
事
代
表
挨
拶
・
乾
杯
で
始
ま
り
、

ま
ず
は 

懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
が　

い
く
つ

か
の
輪
に
な
っ
て
、「
い
い
湯
だ
な
」
の

軽
快
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗
っ
て　

健
康
体

操
で
体
と
気
分
を
ほ
ぐ
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
有
志
10
数
名
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ

の
歩
ん
で
き
た
人
生
に
関
わ
る
味
の
あ
る

ス
ピ
ー
チ
に
耳
を
傾
け
、
う
な
ず
き
、
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。　

　

そ
し
て
最
後
に
定
番
の
校
歌
・
青
春
歌

を
元
気
よ
く
斉
唱
し
て
会
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

　

他
方
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
美
味
な
和
食

膳
に
舌
鼓
を
う
ち
な
が
ら
、
テ
ー
ブ
ル
越

し
に
、
ま
た
、
適
宜
席
を
移
動
し
て
の
歓

談
に
時
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
持
ち
ま
し
た
。

　

た
っ
ぷ
り
3
時
間
後
、
呼
べ
ど
帰
ら
ぬ

青
春
時
代
を
彷
彿
と
さ
せ
て
く
れ
た
素
晴

ら
し
い
出
会
い
に
名
残
惜
し
み
な
が
ら
、

再
会
を
約
し
て
会
場
を
後
に
い
た
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

幹
事
一
同

　

令
和
元
年
11
月
23
日
（
土
）
午
後
０
時

よ
り
、
天
王
寺
駅
近
く
の
バ
リ
島
の
雰
囲

気
を
醸
し
出
し
た
バ
ト
ゥ
ー
ル
大
阪
と
い

う
パ
ー
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
に
お
い
て
、
高
校

25
期
生
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
同

総
会
は
、
平
成
27
年
９
月
の
還
暦
記
念
同

窓
会
以
来
４
年
ぶ
り
の
開
催
で
あ
り
、
今

回
で
８
回
目
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。

　

会
場
横
断
幕
に
は
「
令
和
元
年
最
初
の

泉
尾
高
校
第
25
期
生
同
窓
会
」
の
後
ろ
に

「
〜
祝
再
会
〜
」
と
い
う
文
字
を
入
れ
ま

し
た
。

　

年
を
重
ね
る
ご
と
に
様
々
な
理
由
で
参

加
者
が
減
る
中
で
、
友
達
、
仲
間
と
出
会

い
を
果
た
し
た
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
後
も

い
つ
ま
で
も
再
会
を
果
た
し
人
生
1
0
0

年
時
代
を
楽
し
く
元
気
に
生
き
抜
こ
う
と

の
誓
い
を
込
め
て
参
加
し
た
こ
と
の
喜
び

を
み
ん
な
で
祝
お
う
と
の
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

　

恩
師
の
西
田
博
先
生
に
も
ご
臨
席
頂
き
、

か
な
り
の
ご
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
お
元

傘
九
会　

 

28
名
参
集

高
校
９
期

気
な
様
子
で
ご
挨
拶
と
乾
杯
の
音
頭
も
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
北
海
道
、
千
葉
県
、
富
山
県

等
、
遠
方
か
ら
泊
り
が
け
で
参
加
頂
く
な

ど
、
52
名
（
男
女
と
も
26
名
）
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　

宴
会
で
は
、
高
校
時
代
に
流
行
し
た

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ

な
ど
の
懐
か
し
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
の
中
で
、
会
場

ビ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
に
高
校
時
代
の
修
学

旅
行
の
風
景
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
も
よ
う
な

ど
の
懐
か
し
い
画
像
を
観
覧
し
な
が
ら
、

皆
、
青
春
時
代
に
思
い
を
馳
せ
、
久
し
ぶ

り
の
再
会
に
心
躍
ら
せ
、
懐
か
し
い
思
い

出
話
が
尽
き
な
い
中
で
、
時
間
を
忘
れ
る

な
ん
と
も
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。　
　

　

ま
た
、
当
日
は
欠
席
で
し
た
が
泉
尾
出

身
の
有
名
人
と
し
て
あ
の
野
球
評
論
家
の

田
尾
先
輩
と
肩
を
並
べ
る
、
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
で
ベ
ー
シ
ス
ト
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
と
し
て
活
躍
中
の
元
３
組
の
水
野
正
敏

氏
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
を
見
た
人
が
口
々
に

「
あ
の
ラ
グ
ビ
ー
部
の
水
野
か
い
な
！
す

ご
い
な
あ
！
」
と
驚
き
と
感
動
の
声
を
洩

ら
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ク
ラ
ス
別

に
演
台
に
上
が
り
一
人
ひ
と
り
、
高
校
時

代
の
思
い
出
や
近
況
報
告
を
話
し
、
ク
ラ

ス
別
写
真
撮
影
も
行
い
ま
し
た
。
会
場
Ｂ

１
で
泉
尾
高
校
校
歌
を
全
員
で
肩
を
組
み

な
が
ら
大
合
唱
し
、
変
わ
ら
ぬ
友
情
と
次

回
で
の
再
会
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

 

感
動
の
中
で
一
次
会
は
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。

　

36
名
が
参
加
し
た
２
次
会
で
は
、
カ
ラ

オ
ケ
や
尽
き
な
い
話
で
盛
り
上
が
り
、
思

い
出
深
い
同
窓
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
も
「
お
〜
い
今
、
南
森
町
で
３
次
会
や

っ
て
る
ん
や
！
」
と
い
う
報
告
の
メ
ー
ル

が
入
っ
た
り
当
日
の
盛
況
ぶ
り
を
感
じ
た

次
第
で
す
。

　

こ
の
同
窓
会
開
催
に
あ
た
り
、
受
付
、

会
計
、
会
場
案
内
、
司
会
、
お
手
伝
い
、

写
真
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
、
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー
＆
ス

ク
リ
ー
ン
を
担
当
し
て
く
だ
さ
っ
た
仲
間
、

遠
方
か
ら
、
ま
た
多
忙
の
中
を
参
加
し
て

く
だ
さ
っ
た
恩
師
、
友
に
こ
の
場
を
お
借

り
し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

 　 

次
回
は
、
２
年
後
の
開
催
を
考
え
て
い

ま
す
。
開
催
内
容
等
、
な
ん
で
も
結
構
で

す
の
で
ご
意
見
が
あ
れ
ば
、
幹
事
、
鶴
田

信
彦
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。　
　
　
　

　

０
９
０
・
９
８
７
６
・
８
３
５
５

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
筆 

衣
川
浩
二
）

令
和
最
初
の
同
期
会

高
校
25
期
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株式会社和田金属
高校33期

■本　　社/〒550-0025 大阪市西区九条南4丁目8番17号
　　　　　　TEL（06）6581-0779㈹　FAX（06）6581-0781
■第2工場/〒550-0025 大阪市西区九条南4丁目9番1号
■第3工場/〒550-0025 大阪市西区九条南3丁目13番6号
■香川営業所/〒769-2400 香川県大川郡津田町瀬の下
　　　　　　TEL（0879）42-2712

和　田　利　章代表取締役社長

〒550-0031　大阪市大正区泉尾7丁目3番10号
ＴＥＬ　0 6 ‒ 6 5 5 1 ‒ 0 3 3 5 ㈹
ＦＡＸ　0 6 ‒ 6 5 5 1 ‒ 1 0 5 1　

　E-mail:tokonami@itoseiko.co.jp

床　次　一　夫取締役社長

高校17期
大阪市大正区泉尾2丁目12番11号
ＴＥＬ　０６-６５５１-７４６７
ＦＡＸ　０６-６５５２-８８８５

制服の店マサキヤ

高校23期
本　社　〒551-0031
　　　　大阪市大正区泉尾2丁目1番3号
　　　　電　話　0 6 ‒ 6 5 5 1 ‒ 2 9 3 0
シート工場
　　　　電　話　0 6 ‒ 6 5 5 2 ‒ 4 7 4 5
　　　　F A X　0 6 ‒ 6 5 5 4 ‒ 2 5 1 6

㈱　ヤ　マ　ゾ　エ

トラックシート・テント看板装飾一式
ネーム入ユニフォーム、ヘルメット、
荷締機、ワイヤ、安全用具一式

小西　芳江（高12期）

本社〒541-0047　
大阪市中央区淡路町4-7-5  本町ハイエストビル2F
Te l  06-6203-0888　　Fax 06-6203-0777

住宅リフォーム 水まわりリフォーム専門店
株式会社　CONY　JAPAN（コニー・ジャパン）

23 期 ｢ぼけじじい｣



2020年９月１日　　（８）白　　稜　　会　　報第　67　号

大阪府立大正白稜高等学校創立１００周年記念事業のお知らせ大阪府立大正白稜高等学校創立１００周年記念事業のお知らせ
　まだまだ暑い日が続く昨今ですが、皆様方にはご健勝の事とお喜び申し上げます。
　泉尾高等学校は本年２月28日に行われました72期生の卒業式をもって校名は消えてしまいましたが、歴史は大正
白稜高等学校として引き継がれてまいります。
　今年は新型コロナウイルス騒ぎで当会の総会など何かと予定通りには運ばない事が続いておりますが表題の高校
創立100周年記念事業は2021年に予定通り行います。
　本事業は高校主体の事業ではありますが、同窓会「白稜会」としては現校舎体育館南側のエリアを「泉尾広場」
とし、現役の生徒の方はもちろん訪れた会員の皆様や保護者の憩いの場として提供したいと企画立案いたしました。
　上記事業遂行のためには総額約一千五百万円を予定しております。
　日頃より年会費、支援金などをお願いし、さらに今回100周年記念事業協賛金をお願いするのは心苦しいのですが、
100年に一度の事業ですのでできるだけ多くの皆様にご賛同ご協力いただきますようにお願い申し上げます。

　尚、令和３年５月１日～令和４年４月30日の１年間に限り、国税局の寄付金控除制度を申請致しますので、税の
減免措置、寄付金控除をご希望の方は、令和３年５月１日～令和４年４月30日の期間にお振込をお願いいたします。
又、今年度より、100周年募金会計を別途白稜会内で開設し、会報にて会計報告致します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大正白稜高等学校創立100周年実行委員会

募金活動の内容は以下の通りです。
　大正白稜高校100周年記念「泉尾広場」作成事業
　１、大正白稜高校生、保護者、白稜会会員が相互に交流しくつろげる広場を提供する。
　２、事業総額一千五百万円。
　３、本会会員より１口5,000円の募金を募る。
　４、２口以上応募の方には「100周年記念誌」を贈呈する。
　５、本事業は国税局から寄付金控除の認定（令和３年５月１日～１年間）を申請し、
　　　（４に該当し）控除用領収書が必要な方はお申し出ください。
　６、払い込みは同封の払い込み用紙の上段部をお使いください。

白
稜
会
事
務
局
で
運
営
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
募
集
を
致
し
ま
す
。

白
稜
会
員
の
方
で
事
務
局
の
運
営

を
お
手
伝
い
出
来
る
方
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
毎
土
曜
日　

十
時
〜
十
七
時

　

時
間
給
・
交
通
費
支
給
。

　

男
女
・
年
齢
不
問

　

活
動
内
容
は
、
名
簿
管
理
・
パ

　

ソ
コ
ン
で
の
ア
ル
バ
ム
写
真
等

　

デ
ー
タ
の
デ
ジ
タ
ル
化
。

　

事
務
局
内
の
一
般
事
務
。

　

パ
ソ
コ
ン
使
え
る
方
歓
迎
。

　

未
経
験
者
は
、
指
導
致
し
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
事

務
局
迄
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

メ
ー
ル
等
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

又
、
事
務
局
ま
で
お
越
し
の
方
は
、

事
前
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

閉
校
記
念
写
真
集

　

道
頓
堀
、
戎
橋
北
西
側
（
グ
リ

コ
看
板
の
対
岸
遊
歩
道
沿
い
）
に

掲
示
中
で
す
。

大
阪
ミ
ナ
ミ
へ
お
出
か
け
の
方
は
、

是
非
共
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

道
頓
堀
フ
ェ
ス
二
〇
二
〇
に
協

賛
し
て
い
ま
す
。

母
校
百
周
年
横
断
幕
掲
示
中

有償ボランティア募集　

泉
尾
高
等
学
校
の
閉
校
に
伴
い
、

母
校
よ
り
写
真
集
が
出
版
さ
れ
ま
し

た
。
白
稜
会
の
受
け
取
り
部
数
が
限

ら
れ
て
お
り
、
白
稜
会
で
再
版
し
出

版
い
た
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
１
冊
千
五
百
円
（
送
料
込
み
）

で
す
。
年
会
費
払
込
用
紙
欄
に　

の

上
、
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
２
面
に
写
真
掲
載
）



（９）　　2020年９月１日 白　　稜　　会　　報 第　67　号

【4年制大学】
大阪学院大学
大阪経済法科大学
大阪商業大学
大手前大学
京都精華大学
相愛大学　

【短期大学】
大阪芸術大学短期学部
四条畷学園短期大学

【専門学校】
ヴェールルージュ美容専門学校
ＥＳＰエンタテインメント大阪
ＥＣＣコンピューター専門学校
大阪医療専門学校
大阪医療秘書福祉専門学校
大阪こども専門学校
大阪ビューティーアート専門学校

　

今
年
度
72
期
生
は
、
115
名
が
卒
業
し
ま

し
た
。

こ
の
う
ち
、
３
月
１
日
現
在
の
進
路
決
定

者
が
102
名
と
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

社
会
で
ご
活
躍
な
さ
っ
て
い
る
同
窓
生
の

方
々
の
お
力
添
え
の
賜
物
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　

進
路
の
内
訳
は
、
就
職
が
77
名
、
進
学

が
25
名
で
す
。
就
職
で
は
、
学
校
斡
旋
で

66
名
が
内
定
し
、
内
定
率
は
100
％
で
す
。

そ
の
他
11
名
も
縁
故
や
自
己
開
拓
で
就
職

が
決
ま
り
ま
し
た
。
昨
今
の
人
手
不
足
の

社
会
情
勢
を
反
映
し
て
、
特
に
も
の
づ
く

り
・
物
流
・
サ
ー
ビ
ス
業
で
多
く
の
求
人

を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
継
続
的
に

求
人
・
内
定
を
頂
い
て
い
る
地
元
企
業
も

多
く
、
幅
広
い
業
種
・
職
種
の
中
か
ら
生

徒
は
自
分
に
合
っ
た
仕
事
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

進
学
の
内
訳
は
、
大
学
6
名
、
短
期
大

学
3
名
、
専
門
学
校
14
名
、
各
種
学
校
2

名
で
す
。
多
く
の
生
徒
は
Ａ
Ｏ
・
指
定
校

を
始
め
と
す
る
推
薦
入
試
で
合
格
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
合
格
後
も
来
年
度
に

備
え
、
自
学
自
習
を
行
う
な
ど
、
意
欲
的

に
勉
学
に
励
む
生
徒
も
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
一
方
、
家
庭
の
経
済
状
況
で
受
験
を

見
送
る
生
徒
も
お
り
、
な
か
な
か
進
学
実

績
が
伸
び
な
い
状
況
が
継
続
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
も
生
徒
の
自
己
実
現
を
後
押

し
で
き
る
指
導
体
制
を
整
え
て
い
く
所
存

で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
も
同

窓
生
の
皆
様
と
ご
縁
の
あ
る
企
業
様
か
ら

の
多
数
の
求
人
、
ま
た
、
上
級
学
校
の
指

定
校
推
薦
を
頂
き
ま
し
た
。
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
引
き
続
き

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 72

期
生
の
進
路

大阪ベルェベル美容専門学校
関西調理師専門学校
修成建設専門学校
美作スポーツ医療看護専門学校
ル・トーア東亜美容専門学校

【就職】
荒木運輸（株）
（株）エス・グルーヴ
（株）大阪建材センター
OSPアドバンス（株）
扇町運送（株）
近江産業（株）
大阪運輸（株）
大阪水産運輸（株）
（株）大阪鉛錫精錬所
岡崎産業（株）　
（株）上組　
（株）鎌倉パスタ
（株）関通　　 

（株）きんでん
（株）古市庵　
鴻池運輸（株）　
（株）木幡計器製作所　
（株）桜井鉄工所　
三和鋼管（株）　
（株）ジーユー　
昌一金属（株）　
（株）スーパーナショナル
（株）杉江商会　
鈴木合金（株）
太洋通信工（株）
高田鋼材工業（株）　
（株）高鍋食品（ビックビンズ）
千房（株）　
ＴＢＣグループ（株）
（株）手原産業倉庫　
東海旅客鉄道（株）関西支社
トウメイ（株）　
（株）長崎堂　

浪速運送（株）　
西日本旅客鉄道（株）
日鉄日新製鋼（株）　
日水物流（株）
日本貨物鉄道（株）
日本郵便（株）近畿支社
（株）阪急阪神ホテルズ
（株）フレッシュワン
（株）蓬莱　
ホテルニューアワジ（株）
間口ロジスティクス（株）
柾木工業（株）　
増谷ボルト（株）
（株）万代　
（株）ミュゼプラチナム
（株）美スギ
山崎製パン（株）
（株）ロイヤルホテル
（株）ワールドストアパートナーズ

　

今
年
度
は
大
正
白
稜
高
校
の

２
期
生
が
入
学
し
、
体
育
祭
や

文
化
祭
、
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク

な
ど
の
学
校
行
事
で
は
泉
尾
高

校
と
大
正
白
稜
高
校
の
両
校
が

協
力
し
合
い
な
が
ら
行
い
ま
し

た
。

　

生
徒
会
で
は
、
毎
週
木
曜
の

朝
は
「
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
」

と「
駐
輪
整
備
」を
行
い
ま
し
た
。

８
月
に
は
「
大
正
も
の
づ
く
り

フ
ェ
ス
タ
」
や
「
24
時
間
テ
レ

ビ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
」

と
い
っ
た
校
外
活
動
に
参
加
し

ま
し
た
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
を
２
台
設
置
し
、
た
く
さ
ん

の
来
客
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
ど
れ
く
ら
い
の
人

が
来
て
く
れ
る
か
、
子
ど
も
達

と
ど
う
接
す
れ
ば
い
い
の
か
と

い
う
不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、

幼
稚
園
児
や
小
学
校
低
学
年
の

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
達
が
来
て

く
だ
さ
り
、
笑
顔
で
楽
し
ん
で

い
る
姿
を
見
て
い
た
ら
考
え
て

　

今
年
度
は
５
回
の
学
校
説
明
会
を
実
施
し
、

授
業
公
開
・
体
験
授
業
だ
け
で
な
く
、
生
徒
に

よ
る
学
校
説
明
や
校
内
見
学
ツ
ア
ー
な
ど
、
各

回
と
も
違
っ
た
企
画
を
催
す
こ
と
で
、
中
学
生

に
よ
り
本
校
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

　

と
く
に
中
学
生
や
保
護
者
か
ら
公
表
を
い
た

生
徒
会
活
動

生
徒
会
活
動

学
校
説
明
会

い
た
不
安
も
消
え
、
一
緒
に
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
閉

店
時
間
を
過
ぎ
て
も
で
き
る
か

ど
う
か
聞
い
て
く
だ
さ
る
お
客

さ
ん
も
い
ま
し
た
。
と
て
も
や

り
が
い
を
感
じ
た
イ
ベ
ン
ト
で

し
た
。
ま
た
、
地
域
の
方
々
と

交
流
を
も
て
た
事
も
貴
重
な
経

験
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運

動
」
に
引
き
続
き
、
昨
年
度
よ

り
取
り
組
ん
で
い
る
「
エ
コ
レ

ン
ズ
ケ
ー
ス
運
動
」
で
は
お
よ

そ
半
年
で
約
800
個
の
コ
ン
タ
ク

ト
ケ
ー
ス
が
集
ま
り
ま
し
た
。

学
校
で
集
め
た
コ
ン
タ
ク
ト
レ

ン
ズ
ケ
ー
ス
を
ア
イ
シ
テ
ィ
ー

に
持
っ
て
行
き
、
リ
サ
イ
ク
ル
。

そ
こ
で
得
た
お
金
は
日
本
ア
イ

バ
ン
ク
協
会
に
寄
付
さ
れ
、
目

の
不
自
由
な
方
々
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
活

動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
学
校
説
明
会
で
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
で
す
。
12
月
か
ら
３
回
に
わ

た
り
、
学
校
説
明
会
で
学
校
行

事
や
選
択
科
目
に
つ
い
て
中
学

生
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
部
活
動
、
体
育
祭
や
文

化
祭
は
も
ち
ろ
ん
、
校
外
学
習

や
大
正
白
稜
の
制
服
と
体
操
服

に
つ
い
て
も
説
明
し
ま
し
た
。

中
学
生
に
興
味
を
も
っ
て
聞
い

て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

し
た
。
初
め
て
の
挑
戦
も
あ
り
、

噛
ま
ず
に
し
っ
か
り
伝
え
ら
れ

る
か
な
、
言
葉
を
度
忘
れ
し
な

い
か
な
、
と
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
説
明
の
回
数
を
重
ね
る

ご
と
に
、
情
報
を
追
加
し
、
笑

顔
で
中
学
生
の
目
を
見
て
話
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

選
挙
の
演
説
と
は
違
う
話
し
方

を
学
び
、
自
分
た
ち
の
で
き
る

こ
と
が
、
ま
た
１
つ
増
え
た
と

喜
び
を
感
じ
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。

　

こ
の
４
月
か
ら
は
大
正
白
稜

高
校
の
３
期
生
が
入
学
し
て
き

ま
す
。
泉
尾
高
校
の
伝
統
を
引

き
継
ぎ
、
大
正
白
稜
高
校
を
発

展
さ
せ
て
い
け
る
よ
う
、
活
気

溢
れ
る
学
校
づ
く
り
を
生
徒
会

全
体
で
頑
張
り
ま
す
。

　
　
　

生
徒
会
長　

仲
里　

瞬

だ
い
た
の
は
、
生
徒
た
ち
が
授
業
で
学
ん
で
い
る

内
容
を
中
学
生
に
向
け
て
発
表
し
て
く
れ
た
り
、

文
化
祭
の
舞
台
発
表
の
再
演
を
し
て
く
れ
た
り
し

た
説
明
会
で
す
。

　

中
学
生
や
保
護
者
か
ら
大
変
好
評
を
い
た
だ
け

た
だ
け
で
な
く
、
本
校
の
生
徒
た
ち
が
活
き
活
き

と
し
た
表
情
で
取
り
組
ん
で
い
る
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
様
々
な
企
画
を
計
画
し
、

広
報
活
動
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
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現
在
は
部
員
４
名
で
放
課
後
活

動
し
て
い
ま
す
。
平
成
3
1
年
度

は
大
正
高
校
と
の
合
同
チ
ー
ム
で

選
手
権
大
阪
予
選
に
出
場
し
ま
し

た
。
惜
し
く
も
P
K
戦
で
負
け
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
と
し

て
非
常
に
成
長
で
き
ま
し
た
。
今

後
は
部
員
の
増
加
に
努
め
て
い
く

と
同
時
に
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て

人
と
し
て
成
長
で
き
る
よ
う
指
導

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

今
年
は
去
年
よ
り
も
練
習
試
合

や
活
動
時
間
を
増
や
し
、
よ
り
バ

ス
ケ
ッ
ト
に
ひ
た
む
き
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
さ
ら
に
冬
休
み
は
強

化
試
合
に
参
加
し
、
自
信
を
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
４
月
・
８
月
・
１
月
に

あ
る
公
式
戦
に
参
加
し
ま
し
た
が
、

勝
利
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
後
は
「
公
式
戦
１

勝
」
を
め
ざ
し
、
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

★
サ
ッ
カ
ー
部

★
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部

!!!!　

今
年
度
も
部
員
が
少
な
い
中
で

の
活
動
と
な
り
ま
し
た
が
、
す
べ

て
の
公
式
戦
に
出
場
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
現
在
、
部
員
２
名

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
1
月
の
新

人
戦
に
は
西
成
高
校
と
合
同
チ
ー

ム
を
組
ん
で
出
場
し
ま
し
た
。
公

式
戦
で
1
勝
が
出
来
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
一
生
懸
命
練
習
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
3
年
生
の
部
員
１
名
で

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
日
々
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
み
学
校
行
事
に

も
積
極
的
に
参
加
し
協
力
し
ま
し

た
。
来
年
度
は
部
員
が
い
な
い
状

態
で
始
ま
り
ま
す
が
、
新
規
部
員

が
入
部
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。

　

現
在
、
男
子
３
名
（
２
年
１

名
・
１
年
２
名
）
、
女
子
１
名

（
２
年
）
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
公
式
戦
に
参
加
し
、
予

選
を
勝
ち
抜
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
来
年
度
は
、
本
選
で
も
良
い

結
果
を
残
せ
る
よ
う
、
日
々
の
練

習
に
よ
り
一
層
力
を
入
れ
ま
す
。

ま
た
、
外
部
指
導
員
の
指
導
に
よ

る
技
術
力
の
向
上
も
図
っ
て
い
ま

す
。

　

１
年
生
（
７
名
）
、
２
年
生

（
３
名
）
の
計
10
人
（
３
年
生
５

人
は
引
退
）
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

校
内
ラ
イ
ブ
・
文
化
祭
な
ど
の
校

内
の
活
動
に
加
え
、
他
校
と
の
交

流
ラ
イ
ブ
・
大
正
区
役
所
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
・
軽
音
楽
部
連
盟
主
催

の
L
I
V
E
な
ど
、
校
外
の
イ
ベ

ン
ト
に
も
出
演
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
校
内
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
実

施
し
、
軽
音
楽
部
の
大
会
出
場
を

目
指
す
な
ど
、
新
し
い
こ
と
に
も

挑
戦
し
て
い
ま
す
！

　

今
年
度
も
、
昨
年
度
同
様
、
地

区
大
会
で
標
準
記
録
を
突
破
し
、

中
央
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
夏
の
高
校
対

校
選
手
権
、
秋
の
新
人
大
会
に
加

え
、
第
３
地
区
記
録
会
・
南
大
阪

水
泳
選
手
権
の
ほ
か
に
も
府
外
で

行
わ
れ
て
い
る
大
会
に
も
出
場
し
、

ど
ん
ど
ん
記
録
を
伸
ば
し
て
い
ま

す
。
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
も
、
区
民

プ
ー
ル
で
練
習
を
行
っ
た
り
、
合

同
練
習
会
に
参
加
し
た
り
、
日
々

研
鑽
に
励
ん
で
い
ま
す
。
各
自
が

目
標
を
定
め
、
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

男
子
３
名
女
子
１
名
の
計
４
名

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
9

年
度
は
校
内
公
演
の
実
施
、
地
区

大
会
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

ど
の
公
演
も
全
員
で
力
を
合
わ
せ

て
上
演
し
ま
し
た
。
ま
た
、
部
員

全
員
で
高
校
演
劇
研
究
大
会
大
阪

府
大
会
に
実
施
委
員
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。
休
校
期
間
の
影
響
で

所
属
地
区
の
持
ち
寄
り
公
演
は
中

止
に
な
り
新
年
度
の
新
入
生
歓
迎

公
演
の
見
通
し
も
立
っ
て
は
い
ま

せ
ん
が
、
必
ず
校
内
公
演
を
行
っ

て
新
入
部
員
を
獲
得
し
、
全
員
演

劇
で
上
位
大
会
へ
の
出
演
を
目
指

し
て
頑
張
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
活
動
は
、
文
化
祭
に

む
け
て
３
年
生
は
浴
衣
の
製
作
、

１
年
生
は
ス
テ
ン
シ
ル
し
た
布
で

ト
ー
ト
バ
ッ
グ
を
製
作
し
ま
し
た
。

手
芸
だ
け
で
な
く
、
肉
ま
ん
や

ブ
ッ
シ
ュ
ド
ノ
エ
ル
な
ど
を
作
り

ま
し
た
。
文
化
祭
で
は
製
作
し
た

作
品
を
展
示
し
、
皆
さ
ん
に
活
動

の
成
果
を
み
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
入
部
員
は
入
ら
ず
、

部
員
は
2
年
生
1
名
で
水
曜
日
と

金
曜
日
の
週
2
回
活
動
し
て
い
ま

す
。
将
棋
に
興
味
を
持
っ
て
い
る

友
人
を
誘
っ
て
対
局
し
た
り
、
詰

将
棋
を
し
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
励

ん
で
い
ま
す
。
藤
井
聡
太
七
段
の

活
躍
な
ど
将
棋
に
お
け
る
明
る
い

話
題
も
多
く
、
こ
れ
を
機
に
部
員

が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
１
年
生
２
名
、
２
年
生

４
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
表
千

家
の
先
生
に
毎
週
月
・
金
曜
日
に

ご
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

活
動
場
所
は
３
階
の
作
法
室
で
す
。

文
化
祭
で
お
点
前
を
披
露
で
き
る

よ
う
に
お
稽
古
を
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
是
非
、
お
茶
会
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

現
在
、
部
員
２
名
。
〝
2
人
で

楽
し
く
！
〞
を
モ
ッ
ト
ー
に
和
気

あ
い
あ
い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
文
化
祭
と
第
３
ブ

ロ
ッ
ク
音
楽
会
（
12
月
27
日　

東

成
区
民
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
）
に

合
同
演
奏
で
出
演
し
ま
し
た
。
文

化
祭
で
は
、
ス
テ
ー
ジ
の
上
で
楽

し
く
演
奏
が
で
き
、
達
成
感
が
あ

り
ま
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
音
楽
会
で
は
、
港
、
茨

田
、
昇
陽
高
校
の
生
徒
と
一
緒
に

活
動
し
、
友
達
の
輪
が
広
が
っ
た

こ
と
や
、
大
編
成
の
演
奏
が
で
き

た
こ
と
で
、
楽
し
さ
が
倍
増
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
2
人
で
楽
し

い
こ
と
を
増
や
し
な
が
ら
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

★
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部

★
ラ
グ
ビ
ー
部

★
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

★
軽
音
楽
部

★
水
泳
部

★
ハ
ン
デ
ィ
ク
ラ
フ
ト
部

★
将
棋
部

★
茶
道
部

★
演
劇
部

★
吹
奏
楽
部



 

放
送
部
は
現
在
お
昼
の
放
送
を

中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
，

体
育
祭
で
の
実
況
や
大
正
区
の
も

の
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
で
の
司
会
な

ど
幅
広
く
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
お
昼
の
放
送
を
充
実
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
兼
部
を
し
て

い
る
部
員
が
多
い
の
で
ぜ
ひ
入
部

し
て
く
だ
さ
い
。

　

２
年
生
１
名
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

文
化
祭
や
高
校
展
と
い
う
展
覧

会
に
出
品
す
る
た
め
に
練
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
文
化
祭
で
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
出
来
る
よ
う
部

員
を
増
や
し
、
ま
た
書
写
検
定
取

得
を
目
指
し
、
日
々
の
練
習
を
頑

張
り
ま
す
。

　

現
在
男
子
2
名
、
女
子
3
名
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
油
絵
や
イ
ラ

ス
ト
を
描
い
た
り
、
生
物
デ
ッ
サ

ン
に
取
り
組
ん
だ
り
し
な
が
ら
表

現
力
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
外
展
や
公
募
展
に
も

意
欲
的
に
参
加
し
、
今
年
度
は

精
華
大
学
の
公
募
展
「
精
華

A
W
A
R
D
」
に
2
名
が
応
募
し

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
1
次
選
考

を
通
過
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
が

目
標
を
も
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。
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★
書
道
部

★
美
術
部

★
放
送
部

　

生
徒
主
体
の
図
書
室
自
治

や
広
報
な
ど
、
充
実
し
た
委

員
会
活
動
が
で
き
た
１
年
で

し
た
。

　

全
国
読
書
週
間
に
あ
わ
せ

「
わ
た
し
カ
フ
ェ
」
と
の
コ

ラ
ボ
を
行
い
、
文
化
祭
で
も

図
書
室
を
開
放
す
る
こ
と
で
、

保
護
者
の
方
や
地
域
の
方
に

も
活
動
を
見
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
図
書
室
内
の
装
飾

を
一
新
し
、
窓
際
に
は
ガ
ー

ラ
ン
ド
、
ソ
フ
ァ
ー
の
増
設
、

図
書
分
類
番
号
の
掲
示
、
特

集
企
画
ス
ペ
ー
ス
の
新
設
な

ど
、
よ
り
多
く
の
生
徒
に
居

心
地
の
良
い
図
書
室
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
生

徒
た
ち
の
よ
り
よ
い
学
校
生

活
の
一
助
に
な
れ
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

生
活
委
員
会
は
、
校
内

美
化
を
中
心
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
年

度
当
初
に
各
ク
ラ
ス
の
清

掃
分
担
区
域
を
周
知
す
る

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
年

間
を
通
じ
て
日
常
清
掃
の

取
り
組
み
向
上
の
呼
び
か

け
を
行
い

ま
し
た
。

さ
ら
に
、

1
学
期
に
は
、
校
内
の
食

べ
歩
き
禁
止
や
残
飯
の
廃

棄
方
法
を
周
知
す
る
放
送

を
行
い
、
文
化
祭
で
は
、

『
防
災
・
減
災
』
と
『
リ
サ

イ
ク
ル
・
ご
み
の
分
別
』

に
関
す
る
展
示
発
表
を
し

ま
し
た
。
毎
年
恒
例
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

１　

私
た
ち
の
指
で　

空
に
文
字
を
書
こ
う

　
　
　

青
春
と
い
う
字
を
大
阪
の
空
に

　
　
　

子
ど
も
で
も
な
く
大
人
で
も
な
い

　
　
　

不
思
議
な
時
間
の
中
で　

止
ま
っ
て
い
て
は
い
け
な
い

　
　
　

泉
尾
の
地
で
共
に
歩
む　

大
正
白
稜
高
等
学
校
で

　

２　

私
た
ち
の
腕
で　

大
地
に
木
を
植
え
よ
う

　
　
　

友
情
と
い
う
名
の
木
を
育
て
よ
う

　
　
　

悩
み
も
あ
る
け
ど
笑
い
も
あ
る

　
　
　

日
々
の
営
み
の
中
で　

星
を
仰
い
で
語
ろ
う

　
　
　

泉
尾
の
地
で
共
に
過
ご
す　

大
正
白
稜
高
等
学
校
で

　

３　

港
か
ら
の
風
が　

涼
し
く
頬
を
な
で
る

　
　
　

こ
の
空
と
海
は
世
界
へ
と
続
く

　
　
　

別
れ
も
あ
る
け
ど
出
会
い
も
あ
る

　
　
　

広
が
る
豊
か
な
未
来　

行
く
手
は
違
う
け
れ
ど

　
　
　

泉
尾
の
地
で
思
い
出
そ
う　

大
正
白
稜
高
等
学
校
を

　
　
　

大
正
白
稜
高
等
学
校
を

大
阪
府
立 

大
正
白
稜
高
等
学
校 

校
歌
　

作
詞
・
作
曲　

青
島
広
志

生
活
委
員
会
　
活
動

図
書
委
員
会
　
活
動

体
育
祭
や
文
化
祭
で
の
ご

み
箱
設
置
や
ご
み
回
収
、

年
２
回
の
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー

ク
参
加
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

の
球
根
植
え
付
け
に
は
、

多
く
の
生
活
委
員
が
参
加

し
、
学
校
内
外
の
美
化
に

取
り
組
み
ま
し
た
。　
　

　
　
　
　
　

ま
た
今
年
度

　
　
　
　
　

チ
ュ
ー
リ
ッ

　
　
　
　
　

プ
と
と
も
に

フ
リ
ー
ジ
ア
を
新
た
に
植

え
付
け
ま
し
た
。
今
後
も

活
動
を
継
続
し
、
生
活
委

員
が
校
内
美
化
の
推
進
、

健
康
意
識
向
上
の
中
心
的

役
割
を
担
え
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

会　　長

副　会　長

会　　計
書記・監査

加　藤　知　美
内　田　慈　子
石　井　純　子
足　立　富貴子
豊　田　洋　子
武　田　智　子
竹　本　雅　子

役　　職 氏　　　名
令和元年度　PTA役員名簿

【
教
職
員
の
異
動
】４
月
１
日

校
長　
　
　
　

吉
村　
　

烈　

阿
倍
野

教
頭　
　
　
　

大
見　

真
一　

府
教
育
庁

情
報
科　
　
　

美
濃　

秀
政　

島
本（
教
頭
）

社
会　
　
　
　

足
立　

恒
也　

大
手
前

保
健
体
育　
　

山
中　

淳
史　

和
泉

保
健
体
育　
　

髙
岡　

秀
行　

退
職

家
庭　
　
　
　

松
田　

礼
子　

佐
野
工
科

英
語　
　
　
　

乾　
　

史
弥　

枚
方
な
ぎ
さ

校
長　
　
　　

藤
原　

隆
志　

高
津

教
頭　
　　
　

中
村　

壽
男　

大
正

国
語　
　
　　

越
智　

陽
菜　

新
規
採
用

社
会　
　
　　

兼
坂　

真
也　

山
本

保
健
体
育　　

片
山　

訓
明　
岸
和
田
支
援
学
校

英
語　
　
　　

坂
口　

朗
太　

新
規
採
用

英
語　
　
　　

和
田　

公
太　

新
規
採
用

家
庭　
　
　　

瀬
戸　

克
子　

東
百
舌
鳥

情
報　
　
　　

永
木　
　

桜　

門
真
西

実
習
教
員　　

渡
邉　

大
造 
新
規
採
用

新
校
長
に 

藤
原 

氏

新
教
頭
に 

中
村 

氏

【
転
出
】

【
転
入
】

入江　泰斗　　　樋口　愛理

　

昨
年
度
、
令
和
元
年
５
月
23
日

実
施

　

例
年
、
1
学
期
の
中
間
考
査
の

時
期
に
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
今

年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

応
で
臨
時
休
校
が
あ
っ
た
た
め
実

施
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
秋
以
降
に

実
施
で
き
る
か
検
討
中
で
す
。

 （
写
真
は
昨
年
度
の
も
の
で
す
。）

ク
リ
ー
ン

　
　
ウ
ォ
ー
ク

72期生 同窓会新幹事（常任委員）
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昨
年
の
総
会

　
六
月
九
日（
日
）、「
ヴ
ィ

ア
ー
レ
大
阪
」
に
お
い
て

高
校
15
期
　

谷
口
靖
弘
　

氏

の
司
会
で
開
会
さ
れ
、
辻

井
会
長
挨
拶
、
山
本
益
久

名
誉
副
会
長
挨
拶
（
母
校

の
現
況
、
泉
尾
及
び
大
正

白
稜
高
校
の
歩
み
）、
武

田
一
仁
顧
問
の
祝
辞
、
来

賓
紹
介
、
事
業
報
告
、
会

計
報
告
、
役
員
紹
介
等
順

調
に
進
行
し
、
半
時
間
で

終
了
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
懇
親
会
も
小

畑
和
人
元
教
頭
校
長
先
生

に
よ
る
乾
杯
の
ご
発
声
で

　
昨
年
の
総
会
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
六
十
三
名

の
白
稜
会
員
が
「
ヴ
ィ
ア
ー
レ
大
阪
」
に
お
い
て

寄
り
集
い
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

正午からの総会に続いての懇親会でおくつろぎ下さい。
コロナウイルス感染の拡大の状況により、中止になる場合が有ります。申込の方にはその旨お知らせします。

  今年の総会は10月11日（日）に「ヴィアーレ大阪」で開催します。
2020年度総会にご参加を！

（
上
）
集
合
写
真

（
左
）
校
歌
斉
唱

令和元年度　白稜会総会　出席者一覧表
期

高女21期
高校４期
高校５期
高校９期
高校10期
高校12期
高校13期
高校15期

人数
2
1
1
10
2
5
2
1

期
高校17期
高校18期
高校20期
高校21期
高校22期
高校23期
高校28期
高校29期

人数
3
2
1
18
1
2
3
1

期
高校37期
高校46期

高女　計
高校　計
来　賓
現・旧職員
合　計

人数
1
1

2
55
3
3
63

始
ま
り
、
す
て
き
な
料
理
と

会
場
の
広
く
大
き
な
環
境
の

中
で
歓
談
が
弾
み
、
全
員
の

笑
顔
と
笑
い
声
の
絶
え
な
い

時
間
が
流
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
ス
ピ
ー
チ
タ
イ

ム
で
は
、
各
会
員
の
思
い
出

話
や
、
白
稜
会
の
発
展
に
向

け
た
意
見
や
母
校
の
今
後
の

発
展
向
上
に
激
励
の
言
葉
が

数
多
く
連
な
り
、
終
盤
は
、

最
後
に
高
女
・
高
校
校
歌
の

斉
唱
の
後
、
山
添
副
会
長
の

閉
会
の
辞
で
幕
を
閉
じ
、
来

年
度
の
再
開
を
約
し
、
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。




